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規格ニュース
JDPA G 1049− 2〔GX形ダクタイル鋳鉄管（呼び径500～1000）〕

　従来から用いられている呼び径 500～1000 のNS 形管と同等の継手性能を有し、施工性
を大幅に向上させた新たな継手を開発、実用化したことから、GX 形シリーズとして規格化
した（令和 6 年 8 月 22 日付）。
　呼び径 500 ～ 1000 GX 形管の概要を以下に示す。直管及び異形管は、受口端面と押輪
とをメタルタッチ接合するメカニカルタイプの継手構造とし、内面塗装を粉体塗装、外面塗
装を合成樹脂塗装（黒色）としている。

項目
GX形管（呼び径 500 ～ 1000）

直管 異形管

管厚および
異形管の種類

S 種管
（現地切管での挿し口突部形成が可能）

DF 種
二受Ｔ字管、片落管、両受曲管（45°、22－°）、

曲管（90°、45°、22－°、11－°、5－°）､
フランジ付Ｔ字管、排水Ｔ字管、継ぎ輪、栓

塗装 内面エポキシ樹脂粉体塗装
外面合成樹脂塗装（黒色） （直管と同じ）

継手構造

NS形との
主な相違

継手性能

接合部品の
施工性向上

1
2

1
2

1
4

5
8

項目 仕様 備考

継手伸縮量（直管） 管長の± 1％

NS 形と同じ

離脱防止力 3D kN（D は呼び径 mm）

許容曲げ角度（直管）

呼び径   500：3.33°
呼び径   600：2.83°
呼び径   700：2.50°
呼び径   800：2.16°
呼び径   900：2.00°
呼び径 1000：1.83°

地震時に曲がり得る
最大屈曲角度（直管） 7 °

T頭ボルト・ナット
ロックリング

バックアップリングゴム輪

押輪

挿し口突部
（NS形と同形状）

T頭ボルト・ナット
ロックリング

バックアップリングゴム輪

押輪
挿し口突部
（NS形と同形状）

※電動工具だけでナットの締付け作業完了
※トルク管理、押輪～受口の間隔測定･管理が不要

押輪と受口がメタルタッチ

※ボルトのセット、ナット締付け作業を簡略化

ボルト本数は半分以下
さらに管下ボルトレス

受口
（ボルト穴数はNS形と同じ）

押輪
（ボルト穴数は受口の半分以下）

ボルトレスにより管下作業が不要

リブ

【ライナを受口内面に張り付ける構造に変更】
NS形

【結合ピースをなくした挿し口リングに変更】

受口
受口とライナ
の隙間調整

ねじ出しに
よる心出し
（4～8箇所）

ライナ

心出し
ねじ出し

受口 ライナ

心出し

GX形 NS形

GX形

③受口とライナ
　の接触確認

結合ピースとリングを一体化

①管横の隙間
　を拡大

②ナットを
　手締め
　＆固定

結合ピース

リング
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●	巻頭言は、国土交通省大臣官房審議
官（上下水道）の松原英憲氏に、水道行
政の移管から5 か月が経過した現状と、
上下水道一体行政の本格展開に向けて
のビジョンについて執筆いただきました。

●座談会では「阪神淡路大震災から30年
～当時の経験とそれを踏まえたこれまで
の対応と今後の方向性について～」と題
して名古屋大学の平山准教授を座長と
して神戸市水道局の田中副局長はじめ
4 名の方々に議論いただきました。田中
副局長からは、時代の変化を読みなが
ら、何事もあきらめずに取り組むという
想いを語っていただきました。また、平山
准教授からは神戸市にしかない被災地
としての経験を活かして組織のブランド
力の向上を目指してほしいという神戸市
へのエールとともに、全国の事業体には
約30年前の阪神淡路大震災を謙虚に学
んでいただき、日本の水道文化の構築に
取り組んでほしいと結ばれていました。

●	「この人に聞く」では、和歌山市の瀬崎
典男公営企業管理者にインタビューしま
した。44 年間の公務員生活を振り返っ
て熱く語っていただきました。瀬崎管理
者のモットーである「大きな課題と直面し
ても1 人でふさぎこまない、みんなで乗
り越えて、みんなでガッツポーズする」姿
勢にはただただ、感服するばかりでした。

●	技術レポートは 4 本、各事業体の基幹
管路を更新する工事のレポートとなって
います。多くの上下水道事業体で、老朽
管の更新は喫緊の課題となっています
ので、ぜひご一読ください。

●	事業体だよりでは、新型コロナウイルス
禍では実施できなかった各事業体のイ
ベントが再開となり、多くの事業体で市
民と対面でのイベントが復活しています。
他事業体にも参考にできる広報 PRも
数多くあるかと思われますので、ご参照
ください。
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